
「入ってよかった」「続けてよかった」「企業も地域もよくなった！」

幸和ハウジング㈱
お客様の生活と生命を
守ることを使命として
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地
域
に
仕
事
を
増
や
し
、
雇
用
を
増
や
す

こ
と
が
自
社
の
最
大
の
地
域
貢
献

2025年ビジョンの実践
【第12回】 　「2025年ビジョンの実践」では、ビジョンプロジェクトメンバーが静岡同友会2025年ビジョン

を自社の未来と重ね合わせ、いかに実践していくかをコラム形式で毎月掲載していきます。

　同友会では様々な経験をさせてもらい、その度に成長させてもらっていますが、この2025ビジョンプ
ロジェクトもその一つだったと感じています。ビジョンプロジェクトでは同友会づくりを担当させても
らい、当時の全県経営フォーラムではパネルディスカッションのコーディネーターを務めさせていただ
きました。同友会では役得という言葉をよく聞きますがまさのその通りだと思います。
　当時の同友会づくりでは『会員増強こそ最大の地域貢献』とビジョンメンバーで確認しあいましたが、
同友会内だけでとどまらず、これを自社に置き換えるなら仕事をつくり、地元民を雇用し、地域貢献し
なければなりません。自社では社員の高齢化という問題がある中、昨年度は3名の30代メンバーを採用
することができました。体力仕事の現場ではありますが、女性も1名採用することができました。これ
らの意識は2025ビジョンに関わることができたのが自分の中で大きかったのではないかと思います。
　さて最後に自社の状況を振り返りますと、昨年度は過去最高の売り上げを達成できました。同友会に
入会してから10年が経ちますが、入会当時は20％にも満たない自己資本比率でしたが、70％を超えるま
でに成長することができました。しかし現状に満足することはなく、まだまだ課題は山積みですので、
これからも同友会で学び、もっともっと自社を良く、また皆さんと共に良くしていきたいと思います。

塚本 和成氏（㈲塚本商店・志太支部）
1

同友会で経営者が変わる、社員が変わる、会社が変わる。同友会で経営者が変わる、社員が変わる、会社が変わる。

中小企業家同友会とは
静岡同友会は1974年に71名の経営者が呼びかけあい、設立されました。約1,100名の経営者が、「経営体質の強化」
「経営者の能力向上」「経営環境の改善」をめざし、活動しています。全国各地で開催される全国大会をはじめ、
県全体で行う定時総会・全県経営フォーラム、また、経営課題別の専門委員会、県下11支部での活動、行政や
関係諸団体との懇談、連携等、多岐に亘る活動をしています。

　　 同友会３つの目的 �

❶
同友会は､ ひろく会員の経験と知識を交流して企業の自主的
近代化と強じんな経営体質をつくることをめざします｡

よい会社をつくろう

❷
同友会は､ 中小企業が自主的な努力によって､ 相互に資質を
高め､ 知識を吸収し､ これからの経営者に要求される総合的
な能力を身につけることをめざします｡

よい経営者になろう

❸
同友会は､ 他の中小企業団体とも提携して､ 中小企業をとりま
く､ 社会・経済・政治的な環境を改善し､ 中小企業の経営を守
り安定させ､ 日本経済の自主的・平和的な繁栄をめざします｡

よい経営環境をつくろう

◆静岡同友会
　2025年ビジョン 「企業づくり・地域づくり・同友会づくり」

◆ 企 業 づ く り ◆
私たちは、関わる全ての人が「成長」と「幸せ」を実感できる企業をつくります

◆ 地 域 づ く り ◆
私たちは、中小企業と地域が手を取りあい、人々の幸せが見える地域をつくります

◆ 同友会づくり ◆

私たちは、企業と地域を守る経営者の矜
きょうじ
持と努力を結集し、

学び・気づき・ワクワク溢れる活動を通して県下1500名会員を実現します



世
界
を
放
浪
し
て
い
た
旅
人
が 

売
上
16
億
円
の
イ
ベ
ン
ト
会
社
社
長
に

　

㈱
イ
ベ
ン
ト
・
ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
・
ワ
ン
は
先
代

で
あ
る
父
が
創
業
。
ト
ン
ネ
ル
の
貫
通
式
の
イ
ベ

ン
ト
か
ら
は
じ
ま
り
、
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
事
業
を

手
掛
け
て
き
ま
し
た
。
世
界
を
放
浪
す
る
旅
人

だ
っ
た
中
野
氏
が
入
社
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た

の
は
、
父
の
余
命
宣
告
で
し
た
。
26
歳
だ
っ
た
中

野
氏
は
「
会
社
は
父
親
の
人
生
そ
の
も
の
で
残
し

　

５
月
13
日
（
金
）
に
静
岡
県
中
小
企
業
家
同
友

会
第
48
回
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
、
１
３
７
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
昨
年
度
に
引
き
続
い
て
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
開
催
に
加
え
、
プ
ラ
サ
ヴ
ェ
ル
デ
（
沼

津
市
）
に
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
を
設
置
し
ま
し
た
。

来
賓
に
高
橋
良
和
氏
（
静
岡
県
経
済
産
業
部
商
工

業
局
長
）、
白
瀧
智
彦
氏
（
財
務
省
東
海
財
務
局 

静
岡
財
務
事
務
所
長
）、
日
詰
一
幸
氏
（
静
岡
大

学 
学
長
）、
山
本
義
彦
氏
（
静
岡
大
学
名
誉
教

授
・
同
友
会
顧
問
）
を
お
招
き
し
、
高
橋
氏
、
白

瀧
氏
、
日
詰
氏
よ
り
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。
遠

藤
一
秀
会
長
（
遠
藤
科
学
㈱
）
は
冒
頭
の
挨
拶
で

「
静
岡
同
友
会
は
来
年
で
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。

不
安
定
な
経
済
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
決
意
を
固

め
、
変
革
を
推
し
進
め
る
べ
く
行
動
を
起
こ
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

総
会
議
事
の
第
１
号
議
案
、
第
２
号
議
案
で
は

静
岡
同
友
会
２
０
２
５
年
ビ
ジ
ョ
ン
の
ス
タ
ー
ト

と
な
っ
た
昨
年
度
を
振
り
返
り
、
２
０
２
２
年
度

は
会
員
の
多
様
性
を
生
か
す
多
く
の
学
び
の
場
を

創
り
、「
会
員
増
強
は
最
大
の
地
域
貢
献
」
を
合

言
葉
に
会
員
１
２
０
０
名
達
成
に
向
け
た
仲
間
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
第
３
号
議
案
で
県
理
事
が
承
認
さ
れ
、

会
長
に
遠
藤
一
秀
氏
（
㈱
遠
藤
科
学
）、
代
表
理

事
に
井
上
斉
氏
（
ワ
シ
ロ
ッ
ク
工
業
㈱
）、
簑
威

頼
氏
（
㈱
ア
サ
ギ
リ
）、
松
葉
秀
介
氏
（
松
葉
倉

庫
㈱
）
が
再
任
し
ま
し
た
。
第
４
号
議
案
で
は
本

年
度
の
重
点
方
針
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
本
年
度

も
引
き
続
き
「
入
っ
て
よ
か
っ
た
」「
続
け
て
よ

か
っ
た
」「
企
業
も
地
域
も
よ
く
な
っ
た
！
」
を

　

２
０
２
１
年
４
月
か
ら
２
０
２
２
年
３
月
ま
で

に
、
入
会
紹
介
を
い
た
だ
い
た
皆
様
で
す
！
ご
紹

介
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

３
名
以
上
ご
紹
介
で
次
年
度
全
国
大
会
１
回
ご

招
待
（
参
加
費
無
料
） �

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

５名紹介
宇佐美健介（富士宮）
� ㈱エージェントうさみ

４名紹介

江間省豪（浜松） データマイン㈱

井上　斉（静岡） ワシロック工業㈱

青山達弘（静岡） ㈱青山建材工業

３名紹介
勝又　薫（御殿場） ㈲勝又造花店

寺島雅之（志太） ㈱藤枝パークインホテル

２
０
２
１
年
度

　
組
織
増
強
紹
介
者
番
付

静
岡
県
中
小
企
業
家
同
友
会　
第
49
回
定
時
総
会

5
月
13
日（
金
）　
レ
イ
ア
ッ
プ
御
幸
町
ビ
ル
＆
プ
ラ
サ
ヴ
ェ
ル
デ
＆
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

　

議
事
終
了
後
は
、「
同
友
会
に
入
っ
て
よ
か
っ

た
。
続
け
て
よ
か
っ
た
。
企
業
も
地
域
も
よ
く

な
っ
た
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
㈱
イ
ベ
ン
ト
・
ト
ゥ

エ
ン
テ
ィ
・
ワ
ン 

代
表
取
締
役
社
長
の
中
野
愛

一
郎
氏
（
奈
良
同
友
会
・
前
中
同
協
青
年
部
連
絡

会
代
表
）
に
よ
る
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
以

下
、
報
告
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

記
念
講
演

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
全
支
部
、
専
門
委
員
会
、

部
会
・
研
究
会
の
県
同
友
会
が
一
丸
と
な
り
、
各

組
織
の
活
動
方
針
を
基
に
同
友
会
運
動
を
さ
ら
に

推
進
し
て
い
く
こ
と
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

会場の様子

2



県
例
会
企
画
委
員
長

　
　
宮
本 

浩
氏

（
大
栄
工
業
㈱
・
志
太
支
部
）

県
例
会
企
画
委
員
長
と
し
て
の
抱
負

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
は
昨
年
か
ら

委
員
会
メ
ン
バ
ー

と
な
っ
た
ば
か
り

で
の
就
任
で
す
が
、

私
の
周
り
に
は
前

委
員
長
は
じ
め
各

支
部
か
ら
力
強
い
メ
ン
バ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
、

共
に
昨
年
に
引
き
続
き
２
０
２
５
年
ビ
ジ
ョ
ン

「
同
友
会
づ
く
り
」
に
沿
っ
た
例
会
の
あ
り
方
に

つ
い
て
議
論
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
各
支
部
共
に

集
合
型
の
例
会
か
ら
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ 

と
リ
ア
ル
を
上

手
く
使
い
な
が
ら
の
例
会
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に

な
っ
て
き
て
い
る
中
、
今
年
は
そ
の
良
い
点
を
活

か
し
な
が
ら
、
出
来
る
限
り
リ
ア
ル
で
の
委
員
会

開
催
と
各
支
部
の
例
会
に
参
加
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
若
手
か
ら
重
鎮
の
会
員
全
員
が
も
っ
と

気
軽
に
参
加
で
き
る
例
会
作
り
と
支
部
間
の
会
員

新
支
部
長
・

　
専
門
委
員
長
抱
負

　
今
年
度
は
、
伊
東
、
御
殿
場
、
浜
松
の
３
支
部
と

２
つ
の
専
門
委
員
会
で
支
部
長
・
委
員
長
が
交
代
し
、

新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
新
支
部
長
・
委
員

長
に
よ
る
抱
負
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

て
い
き
た
い
。
一
方
で
自
分
の
夢
も
諦
め
た
く
な

い
。
そ
れ
で
あ
れ
ば
自
分
が
社
長
に
な
っ
て
両
方

の
想
い
を
叶
え
て
い
こ
う
」
と
決
意
を
固
め
入
社
。

２
０
１
１
年
に
代
表
取
締
役
就
任
。
債
務
超
過
の

連
続
で
倒
産
寸
前
の
厳
し
い
状
況
も
同
友
会
の
学

び
を
全
て
実
践
し
乗
り
越
え
、
コ
ロ
ナ
前
の
売
上

は
16
億
に
達
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
直
撃
を
企
業
発
展
の

機
会
に
変
え
る

　

２
０
２
０
年
２
月
ま
で
売
上
昨
対
１
２
５
％
、

11
年
連
続
で
売
上
を
伸
ば
し
て
き
ま
し
た
が
、
３

月
55
％
、
５
月
90
％
減
少
。
さ
ら
に
イ
ベ
ン
ト
そ

の
も
の
が
悪
と
い
う
風
潮
に
。
１
日
２
０
０
件

あ
っ
た
問
合
せ
は
13
件
に
ま
で
落
ち
込
み
、
社
員

の
８
割
を
休
業
さ
せ
る
な
ど
厳
し
い
状
況
に
直
面

し
ま
し
た
。
し
か
し
心
境
は
「
絶
対
に
勝
っ
た

る
！
」
と
前
向
き
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
会
え
な

い
社
員
に
安
心
し
て
も
ら
う
た
め
、
社
長
ニ
ュ
ー

ス
を
毎
日
発
信
し
ま
し
た
。
資
金
確
保
の
状
況
や

会
社
の
方
針
な
ど
５
５
０
日
連
続
で
社
員
に
伝
え

情
報
共
有
を
徹
底
し
て
い
き
ま
し
た
。

社
員
一
人
ひ
と
り
が
主
体
者
の 

テ
ィ
ー
ル
型
組
織
へ

　

中
野
氏
の
承
継
当
初
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
の
オ

レ
ン
ジ
型
組
織
で
し
た
。
し
か
し
、
会
社
は
成
長

す
る
も
退
職
者
も
多
く
幸
せ
を
感
じ
な
い
。
よ
り

幸
せ
を
感
じ
る
会
社
に
す
る
た
め
、
社
員
の
個
性

を
大
事
に
す
る
グ
リ
ー
ン
型
組
織
へ
と
変
化
さ
せ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
危
機
的

状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
い
ち
早
く
決
断
し
実
行

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
オ
レ
ン
ジ
型

に
戻
し
ま
し
た
。
危
機
を
乗
り
越
え
た
後
「
も
う

一
度
グ
リ
ー
ン
型
に
戻
す
な
ら
そ
の
先
へ
」
と
の

思
い
か
ら
、
社
員
全
員
が
主
体
者
の
テ
ィ
ー
ル
型

組
織
へ
の
進
化
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

同
友
会
運
動
と
自
社
経
営
は
不
離
一
体

　

同
友
会
に
は
取
締
役
だ
っ
た
２
０
０
７
年
に
入

会
。
２
０
１
４
年
に
奈
良
同
友
会
青
年
部
幹
事
長

に
就
任
し
ま
し
た
。
当
時
の
青
年
部
は
所
属
人
数

が
少
な
く
、
青
年
経
営
者
全
国
交
流
会
が
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
奈
良
の
未
来
に
つ
い
て
学
び
合
え
る

青
年
部
に
し
た
い
思
い
か
ら
45
名
か
ら
90
名
に
す

る
こ
と
を
総
会
で
宣
言
。
１
年
後
の
総
会
当
日
に

90
名
を
達
成
し
ま
し
た
。
青
年
部
が
一
丸
と
な
っ

た
こ
と
を
感
じ
「
自
社
で
も
一
丸
と
な
る
組
織
を

実
現
し
た
い
」
と
役
を
通
じ
て
組
織
づ
く
り
を
学

び
ま
し
た
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
、
採
用
、
全
社
員
一
体
化
、

「
こ
の
３
つ
が
事
業
を
伸
ば
す
た
め
に
必
要
」
と

同
友
会
で
学
び
、
実
践
し
て
い
ま
す
。
採
用
は
現

場
の
社
員
に
任
せ
、
採
用
へ
の
責
任
を
社
員
自
身

が
持
つ
と
と
も
に
、
会
社
の
理
念
を
学
ぶ
機
会
に

な
っ
て
い
ま
す
。
事
業
展
開
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

従
来
の
需
要
が
減
っ
た
瞬
間
、
新
た
に
生
ま
れ
る

需
要
を
取
り
こ
ぼ
さ
な
い
よ
う
自
社
の
情
報
発
信

を
行
い
、
新
事
業
に
繋
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ

り
、
皆
で
同
じ
方
向
を
向
い
て
仕
事
を
す
る
た
め

に
、
社
員
が
育
つ
土
台
と
な
る
企
業
文
化
の
醸
成

に
注
力
し
て
き
ま
し
た
。
企
業
文
化
を
創
る
に
は

「
理
念
（
目
的
）、
使
命
、
価
値
観
、
方
針
、
教
育

が
大
切
」
と
い
い
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
３
月
決
算
で
12
億
円
ま
で
売
上
は

回
復
し
、
黒
字
で
終
え
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
も
採

用
を
継
続
し
、
新
卒
社
員
は
75
％
占
め
る
会
社
へ

と
成
長
し
ま
し
た
。
中
野
氏
は
「
ピ
ン
チ
に
な
る

前
か
ら
同
友
会
で
学
び
、
実
践
し
て
い
た
か
ら
こ

そ
今
の
自
社
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
ま
だ
ま
だ
挑
戦

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
、
悔
し
い
思

い
も
た
く
さ
ん
し
て
き
た
。
だ
か
ら
こ
そ
こ
れ
か

ら
も
皆
さ
ん
と
共
に
同
友
会
で
学
び
、
自
社
経
営

で
実
践
し
て
い
く
」
と
参
加
者
に
伝
え
ま
し
た
。

中野 愛一郎氏

記念講演講師プロフィール
中野 愛一郎氏
㈱イベント・トゥエンティ・ワン　代表取締役社長
会内役職：�奈良同友会副代表理事・前中同協青年

部連絡会代表
所 在 地：奈良県香芝市藤山1-3-15
業務内容：ハッピークリエイト業（イベント業）
社 員 数：167名（グループ全体）
　ＨＰ　：https://event21.co.jp/
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の
交
流
を
深
め
て
い
く
た
め
の
要
に
な
る
よ
う
な

活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

政
策
委
員
長

　
　
松
下 
恵
美
子 

氏（三
協
紙
業
㈱
・
静
岡
支
部
）

各
支
部
で
「
お
宝
発
見
活
動
」
を
!!

―
地
域
の
魅
力
（
お
宝
）
を
も
う
一
度
見

直
し
、
自
社
の
強
み
（
お
宝
）
と
結
び
つ

け
て
新
た
な
事
業
を
創
り
だ
そ
う
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

政
策
委
員
会
と

い
う
と
政
策
や
条

例
と
い
っ
た
堅
い

イ
メ
ー
ジ
を
抱
か

れ
が
ち
で
す
が
、

そ
の
役
割
は
「
繋

が
る
こ
と
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
景
況
調
査
を

通
し
て
私
達
の
声
を
行
政
や
各
機
関
に
伝
え
て
い

き
ま
す
。
ま
た
「
と
も
に
地
域
の
未
来
を
創
る

場
」
と
な
る
条
例
の
振
興
会
議
が
各
支
部
・
地
域

で
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
情
報
交
換
を
し
て
い
き

ま
す
。

　

た
だ
、
そ
こ
で
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
一
人
で

も
多
く
の
会
員
が
自
ら
主
体
者
と
な
っ
て
関
わ
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。「
地
域
の
未
来
は
自
社
の

未
来
で
あ
る
」
と
考
え
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め

今
年
度
は
、
各
支
部
で
、
表
題
の
活
動
「
お
宝
発

見
活
動
」
を
広
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

の
活
動
が
県
全
体
で
繋
が
っ
た
ら
面
白
い
こ
と
が

起
き
そ
う
で
す
!!

伊
東
支
部
長

　
　
野
村 

勝
也
氏

（
㈱
野
村
商
店
・
伊
東
支
部
）

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
伊
東
支
部
!!

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
５
年
に

入
会
し
て
、
同
友

会
活
動
を
通
じ
て

色
々
な
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
昨
年
度
ベ

テ
ラ
ン
の
先
輩
方

が
卒
業
し
ま
し
た
が
、
そ
の
想
い
を
し
っ
か
り
と

我
々
現
役
世
代
が
受
け
継
い
で
活
動
し
ま
す
。
今

年
度
は
会
員
全
員
が
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
行
動

す
る
為
に
、
会
員
の
声
を
形
に
し
て
い
く
例
会
運

営
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
会
員
増
強
に
取
り
組

み
新
し
い
血
を
入
れ
、
組
織
の
活
性
化
を
進
め
ま

す
。
新
し
い
会
員
を
増
や
す
た
め
に
は
我
々
会
員

企
業
が
利
益
を
出
し
、
明
る
く
前
向
き
に
経
営
者

と
し
て
成
長
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切

と
考
え
ま
す
。
支
部
の
代
表
と
し
て
少
し
背
伸
び

し
て
１
年
間
頑
張
り
ま
す
。

御
殿
場
支
部
長

　
　
前
原 

毅
氏（ダ

イ
ヤ
プ
ラ
ス
㈱
・
御
殿
場
支
部
）

こ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
「
同
友
会

の
教
え
」
を
し
っ
か
り
学
ぶ
べ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
年
度
の
御
殿

場
支
部
は
「
同
友

会
の
教
え
」
を

テ
ー
マ
に
活
動
を

深
め
て
い
き
ま
す
。

同
友
会
で
は
、
経

営
者
と
し
て
の
基

本
と
な
る
「
人
」
や
「
理
念
」
な
ど
、
経
営
の
基

礎
と
な
る
教
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
す

ぐ
に
実
践
で
き
そ
う
な
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
的
手
法
に
囚
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
基
礎
が
な
い
経
営
の
事
業
継
続
は

難
し
い
と
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
は
経

営
者
で
す
。
ま
ず
は
、
基
礎
と
な
る
「
同
友
会
の

教
え
」
を
徹
底
的
に
行
い
、
経
営
者
だ
け
で
は
な

く
「
人
」
と
し
て
成
長
で
き
る
同
友
会
活
動
を
目

指
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
魅
力
あ
る

人
を
つ
く
る
こ
と
が
出
来
る
の
が
、
同
友
会
の
真

髄
だ
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
ん
な
時
代
だ
か
ら

こ
そ
同
友
会
の
本
領
発
揮
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

浜
松
支
部
長

　
　
大
関 

泉
氏

（
㈱
ジ
ー
・
デ
ィ
ー
・
エ
ス
・
浜
松
支
部
）

浜
松
支
部
50
周
年
へ
向
け
、
支
部
内

コ
ア
メ
ン
バ
ー
を
拡
大
し
、
今
年
度

60
名
の
浜
松
活
性
化
組
織
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
年
度
ス
ロ
ー

ガ
ン
「
出
会
い
か

ら
大
切
な
人
脈
に
、

成
長
へ
の
答
え
は

同
友
会
に
」
で
す
。

私
は
２
０
１
８
年

に
入
会
し
、
こ
の

度
浜
松
支
部
長
を
拝
命
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

支
部
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
浜
松
支
部
は
県

内
で
一
番
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
歴
史
に
見

合
い
活
力
が
み
な
ぎ
る
支
部
に
し
た
い
と
考
え
、

そ
う
な
れ
ば
浜
松
市
活
性
化
の
一
助
に
も
な
る
と

思
い
ま
す
。
誰
か
が
や
る
で
は
な
く
ま
ず
私
が
や

る
と
い
う
主
体
的
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
支
部
へ

全
員
で
歩
み
、
会
員
一
人
ひ
と
り
が
主
役
の
支
部

へ
成
長
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
や
新
会
員
に
む
け
て
同
友
会
を

知
っ
て
頂
く
機
会
と
し
て
、
ま
た
仲
間
と
の
交
流

の
場
と
し
て
毎
月
開
催
し
て
い
る
イ
ン
ト
ロ
セ
ミ

ナ
ー
。
５
月
は
会
員
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
合
わ
せ
て

20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
静
岡
市
清
水
区
で
建
築

板
金
業
を
営
む
青
山
達
弘
氏
（
㈱
青
山
建
材
工
業 

代
表
取
締
役
／
県
副
代
表
理
事
・
静
岡
支
部
）
が

登
壇
。
同
友
会
の
全
国
大
会
で
の
学
び
や
書

籍
・
ツ
ー
ル
を
自
社
で
実
践
し
、
数
々
の
困
難
を

乗
り
越
え
て
き
た
青
山
氏
。
現
在
の
自
身
の
テ
ー

マ
は
「
承
継
」
だ
と
い
い
ま
す
。「
何
を
承
継
す

る
の
か
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
よ
っ
て
違
う
。
事

業
承
継
も
技
術
承
継
も
大
切
だ
が
、
最
も
重
要
な

の
は
心
（
想
い
）
の
承
継
な
の
で
は
な
い
か
」
と

参
加
者
に
伝
え
ま
し
た
。
バ
ズ
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

青
山
氏
の
投
げ
か
け
を
も
と
に
「
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
考
え
る
承
継
」
を
テ
ー
マ
に
、
技
術
や
事
業

の
承
継
だ
け
で
な
く
想
い
を
承
継
し
て
い
く
重
要

性
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

次
回
は
6
月
24
日（
金
）
に
小
栗
崇
利
氏
（
㈱

小
栗
農
園 

常
務
／
榛
南
支
部
青
年
部
会
長
）
が

報
告
し
ま
す
。
ぜ

ひ
お
知
り
合
い
の

経
営
者
と
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

職
場
・
現
場
は

あ
な
た
の
晴
れ
舞
台

～
進
化
し
続
け
る
集
団
へ
の
道
～

5
月
イ
ン
ト
ロ
セ
ミ
ナ
ー

５
月
27
日（
金
）　
同
友
会
会
議
室
＆
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

青山 達弘氏
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幸和ハウジング㈱（浜松支部）
代表取締役CEO（最高経営責任者）　鈴木 一道氏

お客様の生活と生命を
守ることを使命として

会
社
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

お
客
様
の
生
活
・
生
命
を
守
る
こ
と

を
使
命
と
し
て

　

代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
最
高
経
営

責
任
者
）
の
鈴
木
一
道
氏
は
「
静
岡

で
、
デ
ザ
イ
ン
と
耐
震
性
を
兼
ね
備

え
た
家
を
造
り
、
か
つ
社
員
の
一
人

ひ
と
り
が
人
と
し
て
き
ち
ん
と
成
長

す
る
会
社
に
す
る
こ
と
」
を
最
も
重

要
な
想
い
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

棟
数
を
重
ね
て
上
げ
る
売
上
よ
り
も

お
客
様
の
満
足
度
を
上
げ
る
こ
と
を

重
視
し
、
ひ
い
て
は
そ
れ
が
社
員
の

満
足
に
繋
が
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

そ
し
て
後
半
の
社
員
の
成

長
に
つ
い
て
は
、
組
織
と

し
て
失
敗
を
恐
れ
な
い
風

土
作
り
を
行
い
、
社
員
同

士
で
責
任
を
押
し
付
け
あ

う
こ
と
を
防
い
で
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
責
任
を
負
う
こ

と
こ
そ
が
各
々
の
成
長
に

繋
が
る
と
考
え
る
た
め
で

す
。
そ
し
て
そ
れ
ら
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
個
人

単
位
で
物
事
を
考
え
る
の

で
は
な
く
、
組
織
と
し
て

物
事
を
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
人
材
の
育
成
が
課
題

と
同
氏
は
捉
え
て
い
ま
す
。

静
岡
・
東
三
河
の
豊
か
な
暮
ら
し
を

守
り
た
い
と
い
う
思
い

　

幸
和
ハ
ウ
ジ
ン
グ
㈱
は
創
業
者
の

鈴
木
芳
彦
氏
が
、
画
一
的
な
家
づ
く

り
や
気
候
風
土
を
生
か
し
き
れ
て
い

な
い
家
づ
く
り
に
疑
問
を
持
ち
「
自

分
た
ち
で
静
岡
・
東
三
河
の
豊
か
な

暮
ら
し
が
営
め
る
家
づ
く
り
を
し
よ

う
」
と
い
う
想
い
か
ら
創
業
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
戸
建
住
宅
か
ら
注
文

住
宅
、
土
地
仕
入
れ
、
リ
フ
ォ
ー
ム

な
ど
幅
広
い
事
業
を
展
開
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
静
岡

県
中
部
・
西
部
を
カ
バ
ー
す
る
住
宅

こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
現
在

は
製
造
業
の
観
点
を
取
り
入
れ
、
よ

り
よ
い
製
品
を
よ
り
迅
速
に
お
客
様

に
届
け
る
た
め
、
次
の
作
業
が
し
や

す
く
な
る
よ
う
部
門
間
で
情
報
の
伝

達
を
徹
底
、
さ
ら
に
後
の
工
程
と
な

る
他
の
部
門
へ
の
協
力
体
制
を
敷
い

て
い
る
と
の
こ
と
。
そ
の
た
め
に
他

部
門
の
業
務
へ
の
理
解
を
深
め
つ
つ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
の
責
任
の
所
在

と
そ
の
範
囲
を
明
確
に
し
て
い
る
と

い
い
ま
す
。

思
い
を
同
じ
く
す
る
人
材
の
育
成
を

目
指
し
て

　

前
章
で
の
課
題
を
さ
ら
に
実
現
す

る
た
め
に
、
今
後
は
毎
年
必
ず
新
卒

を
採
用
し
て
い
き
た
い
と
同
氏
は
語

幸和ハウジング㈱
〒435-0052　静岡県浜松市東区天王町1147-1

TEL：053-461-1155

URL：https://www.kowa-h.com/

創業　1973年
社員数　78名（パート含む）
入会年月　2022年３月
事�業内容　�不動産　注文住宅

り
ま
す
。
特
定
の
年
代
へ
の
人
材
の

偏
り
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
そ
の
育
成

を
行
う
社
員
が
教
育
を
通
し
て
自
身

の
業
務
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
定
期
的

に
行
い
、
自
身
の
業
務
へ
の
さ
ら
な

る
学
び
や
気
付
き
を
得
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
だ
と
言
い
ま
す
。
そ
し

て
地
元
の
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
て
今

日
ま
で
こ
れ
た
企
業
だ
か
ら
こ
そ

日
々
感
謝
を
忘
れ
ず
、
真
摯
に
、
そ

し
て
謙
虚
に
リ
ス
タ
ー
ト
し
、
さ
ら

な
る
教
育
を
行
っ
て
い
く
と
今
後
の

意
気
込
み
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

取
材
・
記
事　
大
杉 

卓
也
氏

�

（
大
杉
卓
也
行
政
書
士
事
務
所
・
浜
松
支
部
）

鈴木 一道氏

住み心地がよく使いやすいデザインにこだわる

目指すのは「静岡で美しく、永く、住まう家」
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地
域
の
防
災
ツ
ー
ル
と
し
て

　
『
富
士
山
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
エ
フ
エ
ム
』
の

開
局
は
、
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
Ｆ
Ｍ
の
役
割
を
知
っ
た
こ
と
か
ら

で
し
た
。「
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
か
ら
気
軽
に
情
報
を
入
手
で
き
る
時

代
で
す
が
、
比
較
的
広
範
囲
に
よ
る
も

の
が
多
い
た
め
、
災
害
時
に
は
生
活
に

密
着
し
た
情
報
提
供
が
で
き
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
の
存
在
が
必
要
で
あ
る
と

強
く
感
じ
ま
す
」
と
岩
田
氏
。
も
し
も

の
時
に
「
地
元
の
病
院
の
受
け
入
れ
状

況
」
や
「
給
水
車
の
派
遣
情
報
」、「
近

く
の
コ
ン
ビ
ニ
の
品
揃
え
」
等
、
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
な
情
報
発
信
を
行
い
、
市
民

に
安
心
・
安
全
な
環
境
を
い
ち
早
く
提

供
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
と
言
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
日
頃
か
ら
番
組
や

Ｃ
Ｍ
で
防
災
啓
発
活
動
を
行
い
、
さ
ら

に
自
治
体
や
警
察
、
消
防
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ

Ｏ
中
日
本
と
も
連
携
を
深
め
、
防
災
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。
ま
た
「
防
災

パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
し
て
地
元
企
業
や
教

育
機
関
に
協
力
を
募
り
、
啓
発
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
発
信
や
相
互
連
携
に
つ
い
て

の
シ
ェ
ア
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
を
定
期
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
岩
田
氏
自

身
も
防
災
士
の
資
格
を
取
得
し
、
社
内

で
情
報
共
有
し
て
訓
練
を
独
自
に
行
う

な
ど
、
災
害
時
に
も
必
ず
動
け
る
基
地

局
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

市
民
参
加
型
の
ラ
ジ
オ
作
り

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
の
役
割
を
よ
り

多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

普
段
か
ら
ラ
ジ
オ
を
地
域
の
人
々
に
聴

い
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
同

氏
。
そ
の
た
め
に
、
地
元
の
郵
便
局
や

Ｊ
Ａ
、
信
用
金
庫
へ
店
内
で
の
常
時
放

送
に
協
力
し
て
も
ら
っ
た
り
、
地
域
密

着
の
生
活
情
報
発
信
や
イ
ベ
ン
ト
紹
介
、

企
画
等
、
身
近
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
例
え
ば
、
車
に

カ
ラ
オ
ケ
マ
シ
ン
を
載
せ
、
街
行
く
人

に
飛
び
入
り
で
歌
っ
て
も
ら
う
「
カ
ラ

オ
ケ
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
の
企
画
で
は
、
訪

問
し
た
先
々
で
数
多
く
の
参
加
が
あ
り
、

周
囲
か
ら
の
反
響
も
大
き
く
、
多
く
の

人
に
聴
い
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
そ

う
で
す
。「
今
後
も
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

溢
れ
る
企
画
を
考
え
、
地
域
に
寄
り
添

う
ラ
ジ
オ
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
」
と

同
氏
。
こ
れ
も
、
も
し
も
の
時
に
頼
り

に
な
る
身
近
な
存
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Ｆ
Ｍ
を
周
知
す
る
大
き
な
役
割
の
一
つ

だ
と
言
い
ま
す
。

同
友
会
で
の
学
び
に
期
待

　
「
今
年
度
は
『
飛
び
出
し
て
い
こ
う
』

を
目
標
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
で
き
な
か
っ

た
生
中
継
リ
ポ
ー
ト
の
復
活
や
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
発
信
に
も
力
を
入
れ
た
い
」
と
同

氏
は
語
り
ま
す
。
こ
の
目
標
の
ご
と
く
、

同
友
会
に
昨
年
度
入
会
、「
ま
だ
間
も

な
い
た
め
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
状
態

で
す
が
、
様
々
な
業
界
の
方
が
い
る
中

で
、
貴
重
な
話
を
伺
う
機
会
が
で
き
る

㈱エフエム御殿場
〒412-0045　御殿場市川島田532-1 
� エピ・スクエア内
TEL：0550-84-0863
URL：https://www.863.fm/
設立　�2014年3月　『富士山GOGOエフ

エム』として開局
社員数　４名、役員３名
入会年月　2022年２月
事�業内容　地域の情報発信ステーションと、災害
時に於ける緊急情報の発信を行う地域FMラジオ局

会
員
訪
問
記

地
域
を
愛
し
、
地
域
を
守
る
。

『
人
と
人
を
繋
ぐ
ラ
ジ
オ
』
を
目
指
し
て
。

㈱
エ
フ
エ
ム
御
殿
場

局
長　

岩
田 

雅
史
氏
（
御
殿
場
支
部
）

こ
と
を
と
て
も

嬉
し
く
思
っ
て

い
ま
す
」
と
話

し
、
同
友
会
で

目
標
を
実
現
す

る
た
め
の
具
体

的
な
方
法
や
経

営
に
つ
い
て
の

考
え
方
等
を
学

び
、
企
業
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
人
間

的
に
も
成
長
し
て
い
き
た
い
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

取
材
・
記
事
：
片
野 

貴
一
郎
氏

�

（
㈱
モ
ス
ク
・
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
・
御
殿
場
支
部
）

取
材
：
石
山 

美
歌
氏

�

（
ラ
ウ
ン
ジ 

ジ
ャ
ジ
ー
ラ
・
御
殿
場
支
部
）

　
　
　
鈴
木 

翔
也
氏

�

（
㈱
ト
ッ
プ 

御
殿
場
営
業
所
・
御
殿
場
支
部
）

　
　
　
長
島 

和
彦
氏

�

（
㈱
長
島
文
宝
堂
・
御
殿
場
支
部
）

　
　
　
勝
間
田 

誠
氏

�

（
㈱
文
化
堂
・
御
殿
場
支
部
）

岩田雅史氏（左から三番目）と取材陣

岩田 雅史氏

6

会員さんお邪魔します



6月
16日（木）

中遠例会（19:00　磐田市総合健康福祉会館
　iプラザ＆ZOOM）

16日（木）～
17日（金）

第25回女性経営者全国交流会in島根
（13:00　くにびきメッセ、松江テルサ）

17日（金） 富士・富士宮支部合同例会
（18:30　ふじさんめっせ 会議室＆ZOOM）
県共同求人委員会（19:00　同友会事務局＆ZOOM）

20日（月） 県政策委員会（18:00　同友会事務局＆ZOOM）

21日（火） 第5回全県経営フォーラム実行委員会（19:00　ZOOM）
県共育委員会主催ビジネスマナー＆コミュニケーション研修
（9:30　男女共同参画センターあざれあ）

23日（木） 県理事会（15:00　同友会事務局＆ZOOM）
伊東例会（19:00　伊東商工会議所＆ZOOM）

24日（金） イントロセミナー（19:00　同友会事務局＆ZOOM）

27日（月） 県女性経営者交流会（19:00　同友会事務局＆ZOOM）
三島例会（19:00　三島商工会議所＆ZOOM）

28日（火） 県例会企画委員会（18:30　ZOOM）
第19期経営指針を創る会②
（19:00　ペガサート＆ZOOM）

7月
1日（金）

正副代表理事会
（15:00　同友会事務局＆ZOOM）

5日（火） 県組織増強委員会（17:30　同友会事務局＆ZOOM）
県広報情報化委員会（19:00　同友会事務局＆ZOOM）

7日（木）～
� 8日（金）

中同協第54回定時総会in沖縄
（13:30　沖縄コンベンションセンターほか）

8日（金） 富士宮例会（19:00　志ほ川バイパス店＆ZOOM）

11日（月） 第19期経営指針を創る会③（19:00　調整中）

12日（火） 静岡例会（19:00　ペガサート＆ZOOM）

13日（水） 御殿場例会（19:00　
　御殿場高原ホテル＆ZOOM）

14日（木） 浜松例会（19:00　ザザシティ
　浜松中央館＆ZOOM）

15日（金） 第6回全県経営フォーラム
実行委員会（19:00　ZOOM）

6月・7月 ６月16日㈭～７月15日㈮

新会員のご紹介（敬称略）　会員数�1052 名

氏名 社名・事業 所属支部 紹介者

木
きの
下
した
　武

たけ
明
あき ㈲浜名ファーム

浜松 大関　泉
農業（農産物の生産・販売・集出荷、水耕栽培の研究・開発及び販売）

平
ひら
井
い
　佑

ゆう
亮
すけ ㈱石萬

静岡 久高　洋司
葬祭業（葬儀の受注・施行）

※新会員の写真はe.doyu「ユーザ名簿」に掲載します。e.doyuからのご確認をお願い致します。

県障がい者問題委員会　関係機関との意見交換会

生き生きと働き続けるために大切なこと
～障がい者雇用のアフターフォローについて～

　特別支援学校や障がい者支援機関などの関係機関と会員で障がいへの理解を深め合
うことを目的に毎年開催している意見交換会。5月20日（金）にZOOMで開催し、
計30名が参加しました。今年度は「障がい者雇用のアフターフォロー」をテーマに
特別支援学校と支援機関よりそれぞれ報告を行いました。まず県立富士特別支援学校
の大村孝行教諭より、卒業後１年目は企業訪問や電話でのヒアリングをしており、２
年目以降、担任の異動があった際は関係機関に繋ぎフォローを依頼していると話しま

した。また実際に企業から相談を受けた際の事例を複数紹介しました。続いて障害者就業・生活支援センター「ぼらんち」
の夏目芳行センター長からは、「当センターでは就業面・生活面を一体的に支援している。障がい者を雇用したい・雇用
している事業者の方、お気軽にご連絡ください」と話しました。その後「職場定着に必要なこと」をテーマにグループ討
論を行い、「企業・学校・家族・支援機関の四位一体の連携が定着のカギ」や「実習でマッチングを図ることが大切」、「本
人とたくさんコミュニケーションをとり粘り強く取り組むこと」などの意見が交わされました。最後に西躰亮貴障がい者
問題委員長より「今回はZOOMで地域を超えた意見交換ができた。来年度または今年度中にリアルで集まる場をつく
り、より交流を深めていきたい」との挨拶で締めくくりました。

《� あなたのスケジュールノートに必要事項をご記入ください 》

静
岡
県
中
小
企
業
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友
会
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ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
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マ
ガ
ジ
ン
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